
用語の説明【ら行】
リスクコミュニケーション
リスクやリスクに関する要因などについて、消費者、事業者、行政などの担当者間で情報や意
見を交換することです。

【Ｇ】
ＧＡＰ
「Good（良い）Agricultural（農業）Practice（実践）」の略で、農業において、食品安全・環境保全・
労働安全等の持続可能性を確保する取組をいいます。

【Ｈ】
ＨＡＣＣＰ（ハサップ）
「Hazard Analysis（危害分析）and  Critical Control Point（重要管理点）」の略で、食品関
連事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因を把握したうえで、原材料の入荷から食
品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程
を管理し、食品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法をいいます。

【Ｔ】
ＴＳＥ検査
脳にスポンジ状の変化を起こす中枢神経系の疾病です。プリオンを病原体とする牛、羊、山羊
等の疾患を総称してＴＳＥと言います。牛のＴＳＥを牛海綿状脳症（ＢＳＥ：Bovine 
Spongiform Encephalopathy）といい、ＢＳＥにり患した牛は、異常行動、運動失調等の神
経症状を示し、最終的には死に至ります。




